
　
立
川
市
で
は
、
「
市
民
力
と
連
携
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
テ
ー
マ
に
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
内
の
学
校
に
お
い
て
は
、
立
川
市
教

育
委
員
会
の
学
校
教
育
の
指
針
「
確
か

な
力
　
や
さ
し
い
心
　
個
を
輝
か
せ
　

社
会
の
た
め
に
」の
も
と
、
地
域
の
方
々

の
参
加
・
協
力
を
得
て
、
充
実
し
た
教

育
を
目
指
し
た
活
動
を
し
て
い
る
学
校

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
「
市
民
力
と
連
携
し
た
学
校

づ
く
り
」
に
努
め
て
い
る
学
校
の
実
践

例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
１
月
開
催
の
立
川
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
立
川
市
立
学
校
全
校
の
実
践
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
九
小
で
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々

が
、
学
習
支
援
者
と
し
て
授
業
に
参
加

を
し
て
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
担
任
の
先
生
の
指
導
の
下
、
学
習

支
援
者
の
方
々
は
、
国
語
や
算
数
の
学

習
の
際
に
、
生
活
班
や
習
熟
度
等
の
小

グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
、
学
習
の
中
で
の

分
か
ら
な
い
こ
と
に
答
え
る
な
ど
、
一

人
一
人
に
応
じ
た
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
分
か
ら
な
い

こ
と
を
す
ぐ
に
聞
く
こ
と
が
で
き
る
し
、

答
え
の
マ
ル
付
け
も
す
ぐ
に
し
て
も
ら

え
て
嬉
し
い
。」、「
そ
ば
に
い
て
も
ら
え

る
と
集
中
し
て
勉
強
が
で
き
る
。」等
、

学
力
の
定
着
や
意
欲
の
向
上
へ
と
つ
な

が
る
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
学
ぶ
楽

し
さ
と
と
も
に
、
地
域
の
大
人
の
方
と

の
か
か
わ
り
方
を
学
ぶ
交
流
の
場
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
立
川
五
中
、
九
小
、
大
山
小
、
上
砂

川
小
か
ら
な
る
立
川
第
五
中
学
校
学
区

で
は
、
昨
年
度
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
や
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め

に
、
地
域
の
方
と
学
校
が
協
力
を
し
て

「
あ
い
あ
い
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
今
で
は
会
員
の
方
は
７

０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
会
員
は
、

「
あ
い
あ
い
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
書
か
れ

た
腕
章
を
つ
け
、
買
い
物
や
通
勤
、
犬

の
散
歩
等
の
と
き
に
、
子
ど
も
た
ち
に

声
を
か
け
て
挨
拶
を
交
わ
し
、
地
域
の

安
全
に
常
に
目
を
配
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
あ
い
さ

つ
運
動
を
指
導
し
て
お
り
、
立
川
五
中

で
は
、
昨
年
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
始
め
た

毎
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
を
、
現
在
で
も

教
員
と
生
徒
で
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
あ
い
あ
い
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
の
活

動
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
い
手

本
と
な
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
に

地
域
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
育
て
、

よ
い
地
域
交
流
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
は
、
立
川
第
七
中
学
校
学

区
に
も
発
足
し
た
の
を
は
じ
め
、
取
り

組
む
地
域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
　

  

　　
小
学
校
で
市
内
唯
一
の
２
学
期
制
を

実
施
し
て
い
る
上
砂
川
小
に
は
、
４
日

間
の
秋
季
休
業
日
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

４
日
間
を
活
用
し
、
地
域
の
方
々
を
講

師
に
招
い
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
３
年
目
を
迎
え
、
学
校
や

地
域
を
講
座
会
場
に
し
て
、
約
４０
名
の

講
師
の
方
々
と
教
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力

の
も
と
２２
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
山
下
農
園
で
は
、
山
下
明
さ
ん
か
ら
、

土
を
耕
し
、
野
菜
の
種
蒔
き
や
収
穫
等

に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

農
業
体
験
を
し
ま
し
た
。

○
家
庭
科
室
で
は
、
荒
井
安
広
さ
ん
か

ら
、
お
い
し
い
手
打
ち
そ
ば
作
り
を
教

わ
り
ま
し
た
。
「
名
人
」
の
指
導
で
、

形
は
ま
ち
ま
ち
で
も
味
わ
い
深
い
手
打

ち
そ
ば
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
自
作
の
そ
ば
を
食
べ
て
、
お

い
し
い
と
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

    

　

     

★
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
に
は
４
日
間
で
延

べ
１
３
５
０
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
中
村
宗
男
校
長
は
「
子
ど
も
は
、
人

の
思
い
や
目
を
浴
び
る
こ
と
な
く
し
て
、

大
人
に
は
な
れ
な
い
。
」
と
語
り
、
地

域
の
方
の
温
か
い
思
い
と
実
践
に
感
謝

を
し
て
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
に
は
毎
年
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

講
座
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
話
し
て

く
だ
さ
る
方
も
お
り
、
地
域
と
の
よ
い

交
流
が
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
き
育
み
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

 

　
十
小
で
は
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を

得
て
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
い
て
い

ま
す
。
　
　

　
３０
講
座
に
、大
人
と
子
ど
も
合
わ
せ

て
１
３
７
１
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、「
パ
ソ
コ
ン
」や「
運
動
」

の
講
座
、「
工
作
」の
講
座
、「
食
べ
物
」の

講
座
、「
出
か
け
る
」及
び「
琴
」、「
囲
碁
」

の
講
座
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
を
選

ん
で
、様
々
な
体
験
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
夏
休
み
を
有
意
義
に
過
ご
す
だ
け
で

な
く
、
日
頃
の
学
校
で
は
体
験
で
き
な

い
学
習
に
大
人
と
と
も
に
取
り
組
む
子

ど
も
た
ち
の
姿
は
と
て
も
真
剣
で
し
た
。

 
 

 

　
立
川
市
教
育
委
員
会
で
は
市
立
の
小
・

中
学
校
の
学
校
教
育
の
様
子
を
紹
介
し
、

市
民
の
皆
様
に
教
育
へ
の
理
解
と
関
心

を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
１８

年
１
月
１８
日（
水
）午
後
１
時
よ
り
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
で
「
第
２
回
立
川
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
学
校
教
育
の
指
針
「
確
か

な
力
　
や
さ
し
い
心
　
個
を
輝
か
せ
　

社
会
の
た
め
に
」
の
も
と
、｢

市
民
力

と
連
携
し
た
学
校
づ
く
り｣

を
テ
ー
マ

に
全
校
の
活
動
紹
介
を
パ
ネ
ル
に
て
掲

示
し
ま
す
（
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
。

ま
た
、
代
表
校
の
教
育
活
動
例
を
発
表

す
る
と
と
も
に
、
学
識
経
験
者
、
市
民
、

保
護
者
の
方
等
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　
ご
参
加
の
方
に
は
全
小
・
中
学
校
の

教
育
実
践
を
紹
介
す
る
資
料
を
配
付
い

た
し
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
市
民
と
教

職
員
が
共
に
学
び
、
子
ど
も
の
教
育
に

つ
い
て
共
に
考
え
る
よ
い
機
会
と
し
ま

す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
参
加
無
料
）

　
　
指
導
課
（
内
線
４
２
１
）

※
右
記
の
外
、市
民
会
館
で
２
月
１
日
に

小
学
校
教
育
研
究
発
表
会（
図
工
、家
庭
、

体
育
、教
育
相
談
）も
公
開
。
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立川市教育だより

教育だよりの『たっち』は、みんなの心や輝きへの「タッチ」を通して、「たちかわ」の地域・家庭・学校が手をつないで、生涯を通じた学びを推進したいという思いを込めて付けた名前です。

地
域
と
の
協
力
で
創
る
教
育

地
域
と
の
協
力
で
創
る
教
育

地
域
と
の
協
力
で
創
る
教
育

地
域
と
の
協
力
で
創
る
教
育

地
域
と
の
協
力
で
創
る
教
育

地
域
と
の
協
力
で
創
る
教
育

地
域
と
の
協
力
で
創
る
教
育

地
域
と
の
協
力
で
創
る
教
育

〜
市
民
力
と
連
携
し
た
学
校
〜

確
か
な
力
を
育
む
連
携

や
さ
し
い
心
を
育
む
連
携

夏
休
み
を
活
用
し
た
連
携

個
を
輝
か
せ
、社
会
の
た
め

に
つ
な
が
る
連
携

第
２
回
立
川
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
の
お
知
ら
せ

第
２
回
立
川
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
の
お
知
ら
せ

第
２
回
立
川
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
の
お
知
ら
せ

問

学
校
公
開
な
ど
の
日
程

大
山
小

※
市
民
の
方
も
学
校
を
参
観
で
き
ま
す
。

詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〔
研
究
発
表
会
〕
　

１
月
２０
日（
金
）　
　
　
　
　
　
西
砂
小

　
　
２７
日（
金
）　
　
　
　
　
　
大
山
小

２
月
３
日（
金
）　
　
　
　
　
　
八
　
小

　
　
１０
日（
金
）　
　
　
　
　
　
五
　
小

　
　
１６
日（
木
）　
　
　
　
　
　
三
　
中

　
　
１７
日（
金
）　
　
　
　
　
　
若
葉
小

　
　
２１
日（
火
）　
　
　
　
　
　
幸
　
小

〔
授
業
公
開
等
〕
　

１２
月
１２
日（
月
）〜
１６
日（
金
）　
九
　
中

　
　
１３
日（
火
）　
　
　
　
　
　
四
　
中

１
月
１４
日（
土
）　
　
　
　
　
　
二
　
中

　
　
１６
日（
月
）〜
２０
日（
金
）　
七
　
中

　
　
１９
日（
木
）　
　
　
　
　
　
四
　
中

　
　
２０
日（
金
）　
　
　
　
　
　
六
　
小

　
　
２１
日（
土
）　
　
　
　
　
　
若
葉
小

　
　
２３
日（
月
）〜
２７
日（
金
）　
新
生
小

　
　
２６
日（
木
）　
　
　
　
　
　
六
　
小

　
　
２８
日（
土
）一
小
・
三
小
・
四
小
・
九
小

　
　
２９
日（
日
）　
　
　
　
　
　
十
　
小

　
　
３０
日（
月
）〜
２
月
４
日（
土
）五
中

２
月
８
日（
水
）・
１０
日（
金
）　
四
　
中

　
　
１３
日（
月
）〜
１７
日（
金
）　
七
　
中

　
　
１６
日（
木
）　
　
　
　
　
　
四
　
小

　
　
１７
日（
金
）　
　
　
　
　
　
柏
　
小

　
　
１７
日（
金
）〜
１８
日（
土
）　
二
　
小

　
　
２２
日（
水
）　
　
　
　
　
　
七
　
小

３
月
２
日
・
３
日
・
６
日
　

　
　
３
日（
金
）・
４
日（
土
）　
一
　
中

〔
学
習
発
表
会
〕

１２
月
１６
日（
金
）　
　
　
　
　
　
八
　
中

３
月
４
日（
土
）　
　
　
　
　
　
九
　
中

　
　
１０
日（
金
）　
　
　
　
　
　
二
　
中

〔
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
〕

１
月
２３
日（
月
）　
　
　
　
　
　
幸
　
小

　
　
２８
日（
土
）　
　
　
　
　
　
南
砂
小

　
　
３１
日（
火
）　
　
　
　
　
　
松
中
小

２
月
８
日（
水
）　
　
　
　
　
　
七
　
小

　
　
１０
日（
金
）　
　
　
　
け
や
き
台
小

　
　
１４
日（
火
）　
　
　
　
　
　
一
　
小

〔
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
〕

１２
月
１６
日（
金
）　
　
　
　
　 

九
　
中

学習支援として授業に参加（九小）

「あいあいパトロール隊」のあいさつ運動（立川五中）

チャレンジ講座の「農業体験」（上砂川小）

サマースクールの「食べ物」の講座（十小）

昨年のポスターセッションの様子

チャレンジ講座の「手打ちそばづくり」（上砂川小）



Ⅱ

ⅢⅣ 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
拡
大
及

び
整
備
・
充
実
　

22立川市教育だより33 立川市教育だより 2005（平成17）.12.10立川市役所蕁（523）2111（代表）

　
生
涯
に
わ
た
り
学
習
し
、
健
康
で
い

き
い
き
と
し
た
人
生
が
お
く
れ
る
ま
ち

に
ー
。

　
市
は
、
こ
の
ほ
ど
教
育
に
関
連
の
あ

る
計
画
と
し
て
、
第
３
次
生
涯
学
習
推

進
計
画
、
第
２
次
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

及
び
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
の
三

つ
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
平
成
１７
年
度
か
ら
平
成
２１
年
度
ま
で

の
５
か
年
計
画
で
す
。
今
回
は
、
こ
れ

ら
の
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
計
画
も
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
る
ほ
か
、
各
公
民
館
、

各
図
書
館
、
市
民
体
育
館
、
生
涯
学
習

課
（
錦
町
秀
栄
ビ
ル
２
階
）
、
市
役
所

資
料
室
（
第
一
庁
舎
三
階
）
、
生
涯
学

習
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
女
性
総
合
セ
ン
タ

ー
・
ア
イ
ム
５
階
）で
全
文
を
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

　
現
在
の
社
会
情
勢
は
、
少
子
高
齢
化

や
情
報
化
、
国
際
化
が
一
段
と
進
み
、

団
塊
の
世
代
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
が
予
想

さ
れ
る
「
二
○
○
七
年
問
題
」
が
間
近

に
迫
る
な
ど
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
充
実
し
た
人
生
を
お
く
る

た
め
に
は
、
積
極
的
に
学
習
し
、
主
体

的
に
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
市
民
が
主
体
的
に
生

涯
に
わ
た
り
学
習
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
健
康
で
い
き

い
き
と
し
た
人
生
を
お
く
る
た
め
に
、

本
市
の
生
涯
学
習
に
関
す
る
施
策
を
体

系
化
し
、
総
合
的
に
推
進
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
生
涯
学
習
は
、
個
人
の

学
習
を
支
援
す
る
こ
と
を
中
心
に
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、

福
祉
・
環
境
問
題
や
、
地
域
課
題
な
ど

に
も
関
心
を
も
ち
、
学
ぶ
こ
と
を
通
し

て
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
立
川
市

に
お
け
る
生
涯
学
習
の
推
進
は
、
そ
の

学
習
成
果
を
地
域
で
生
か
し
、
人
と
人

と
が
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ

く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、
市
民
に
よ
る

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
市
民
が
、

①
学
習
内
容
の
企
画
の
段
階
か
ら
主
体

　
的
に
参
画
し
て
決
め
る

②
学
習
の
成
果
を
生
か
す
た
め
に
、
ま

　
ち
づ
く
り
活
動
等
に
結
び
つ
く
よ
う

　
な
学
習
の
機
会
を
市
民
自
ら
創
り
出

　
す

③
学
習
活
動
を
通
じ
て
交
流
し
合
う
こ

　
と
り
よ
り
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

　
つ
く
る

　
な
ど
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い

ま
す
。

　
計
画
で
は
、
こ
う
し
た
基
本
的
な
考

え
方
に
基
づ
き
、
①
市
民
交
流
大
学
（
仮

称
）
の
設
立
②
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ

ー
の
整
備
③
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム

の
構
築
、
を
重
点
施
策
と
し
て
掲
げ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
こ
れ
ま

で
の
行
政
主
導
型
の
生
涯
学
習
か
ら
市

民
主
導
型
の
生
涯
学
習
に
転
換
を
図
り
、

市
の
生
涯
学
習
の
枠
組
み
を
抜
本
的
に

再
構
築
し
て
新
た
な
施
策
を
推
進
す
る

も
の
で
す
（
左
図
参
照
）
。

　
市
民
交
流
大
学
は
、
現
在
、
公
民
館

を
は
じ
め
市
の
各
部
署
で
実
施
し
て
い

る
講
座
・
教
室
等
の
あ
ら
ゆ
る
学
習
機

会
を
再
編
し
、
総
合
的
に
市
民
に
提
供

し
よ
う
と
す
る
学
習
機
関
で
、
「
市
民

主
体
の
生
涯
学
習
」
を
具
現
化
す
る
も

の
で
す
。

　
大
学
の
運
営
は
、
市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
り
行
い
ま
す
。
講
座
や
教
室
等

の
企
画
・
運
営
は
、
市
民
と
行
政
が
分

担
し
ま
す
。
基
本
的
に
、
市
民
の
生
き

が
い
づ
く
り
や
自
己
実
現
を
図
る
た
め

の
講
座
や
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
講

座
は
、
市
民
が
担
い
ま
す
。
一
方
、
現

代
的
課
題
や
行
政
課
題
に
そ
っ
た
講
座

は
、
行
政
が
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
講
師
を
積
極
的
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
大
学
な
ど
の
高
等
教

育
機
関
や
民
間
教
育
機
関
と
も
連
携
を

図
り
、
初
歩
的
な
入
門
講
座
か
ら
専
門

性
の
高
い
講
座
ま
で
、
市
民
の
多
種
多

様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
幅
広
い
学

習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民

交
流
大
学
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、

学
習
情
報
の
収
集
・
提
供
、
学
習
相
談
、

市
民
人
材
の
育
成
、
社
会
教
育
の
推
進

な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
生
涯
学
習
活

動
を
総
合
的
に
支
援
す
る
複
合
的
機
能

を
備
え
た
セ
ン
タ
ー
で
、
既
存
施
設
を

活
用
し
て
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
の
「
公
民
館
」
は
、
生

涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
の
地
区
館
と
し

て
、
「
地
域
学
習
館
（
仮
称
）
」
に
転

用
し
ま
す
。
住
民
の
意
向
を
よ
り
反
映

し
た
事
業
運
営
を
行
い
、
学
習
活
動
や

地
域
づ
く
り
を
支
え
る
新
た
な
学
習
の

場
と
し
て
位
置
付
け
ま
す
。

　
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
市
民

が
学
習
活
動
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・

提
供
、
施
設
利
用
、
講
座
申
し
込
み
な

ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
じ
て
行
う
た

め
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
も
の
で
す
。

　
計
画
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々

な
市
民
参
画
の
も
と
に
策
定
し
て
き
ま

し
た
。
市
民
交
流
大
学
の
設
立
を
中
心

に
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
生
涯
学
習
支

援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
図
る
構
想
は
、

平
成
１９
年
度
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
そ
の
準
備
と
し
て
、
ま
ず
市
民
交

流
大
学
構
想
を
市
民
に
理
解
し
て
い
た

だ
こ
う
と
、
地
域
説
明
会
を
各
公
民
館

で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

右
の
表
の
よ
う
に
、
構
想
実
現
に
向
け

て
市
民
の
参
画
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　　
市
民
交
流
大
学
構
想
を
は
じ
め
と
し

た
生
涯
学
習
推
進
計
画
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
共
に
推
進
し
て
い
く
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
ご
意
見
と
今
後
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
　
生
涯
学
習
課
・
内
線
３
４
３

問申・・・申し込み ・・・問い合わせ凡例

　
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
、
読
書
が

果
た
す
役
割
は
大
き
な
も
の
で
す
。
こ

の
計
画
は
、
立
川
市
の
す
べ
て
の
子
ど

も
が
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
場
所
に
お
い

て
、
自
主
的
に
読
書
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
市
と
市
民
が
協
働
し
て
、

子
ど
も
の
読
書
環
境
の
整
備
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
絵
本
を
仲
立
ち
と
し
て
、
大
人
と
子

ど
も
が
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
も

て
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
ま
す
。

○
具
体
的
な
取
組
○

　
図
書
館
や
子
育
て
ひ
ろ
ば
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
身
近
な
場
所
で
い
つ
で
も

本
に
親
し
め
る
よ
う
、
図
書
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
の
楽
し

さ
、
読
み
聞
か
せ
の
大
切
さ
な
ど
、
大

人
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
講
座
や

研
修
を
行
う
ほ
か
、
健
康
診
査
で
の
読

書
指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
読
書
の
習
慣
や
、
情
報
を
活
用
し
て

自
分
で
考
え
た
り
表
現
し
た
り
し
て
い

く
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
学
校
で

の
読
書
環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
学
校
と
市
立
図
書
館
が
連

携
・
協
力
し
て
、
子
ど
も
の
読
書
活
動

を
支
え
て
い
き
ま
す
。

○
具
体
的
な
取
組
○

　
学
校
図
書
館
の
図
書
や
施
設
を
充
実

さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
校
全
体
で
推
進

活
動
に
取
り
組
む
た
め
の
体
制
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
図
書
室
協
力
員
の
配
置
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
利
用
し
た
い
時
に
い
つ
で
も

開
い
て
い
て
、
本
の
利
用
や
相
談
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
立
図
書
館
で
は
、
学
校
へ
の
団
体

貸
出
用
図
書
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
本
の
紹
介
や
図
書
館
の
使
い
方

の
説
明
な
ど
を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
学
習
や
読
書
活
動
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　
子
ど
も
の
読
書
に
関
係
す
る
各
機
関
・

団
体
・
個
人
等
が
、
連
携
し
て
全
市
的

に
読
書
活
動
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

○
具
体
的
な
取
組
○

　
地
域
や
学
校
で
活
動
す
る
、
子
ど
も

の
読
書
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養

成
し
、
さ
ら
に
活
動
が
活
発
に
継
続
し

て
い
け
る
よ
う
、
情
報
提
供
や
研
修
等

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
読
書
推
進
の
啓
発
・
広
報
活
動
の
一

環
と
し
て
、
市
内
全
体
で
大
人
も
子
ど

も
も
読
書
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
た
ち

か
わ
読
書
ウ
ィ
ー
ク
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
取
組
は
、
図
書
館
や
学
校
は
も

ち
ろ
ん
、
書
店
や
家
庭
も
含
め
た
取
組

と
し
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
中
央
図
書
館
蕁
（
５
２
８
）
６
８

０
０

▲幼稚園の「子育て教育フェア」での
　読み聞かせ風景

▲市民参画で計画を策定

問

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、
か
ら
だ
を
動
か
す
と

い
う
人
間
の
本
源
的
必
要
と
欲
求
に
応

え
る
と
と
も
に
、
爽
快
感
、
達
成
感
、

知
的
満
足
感
と
い
っ
た
精
神
的
な
充
足

や
楽
し
さ
を
与
え
ま
す
。

　
ま
た
、
人
間
相
互
の
連
帯
感
を
育
み
、

健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
る
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
の
持
つ
価
値
観
や
意
義
が
あ
ら

た
め
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
市
民
を
い
か
に
増
や
す
か
と
い
う
こ

と
が
基
本
的
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
目
標
の
達
成
を
目
指
し
、
５
つ
の
「
計

画
の
目
標
」
と
、
今
後
取
り
組
む
「
具

体
的
な
施
策
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
創
設
　
　

　
身
近
な
生
活
圏
の
地
域
で
、
学
校
体

育
施
設
な
ど
を
拠
点
と
し
、
誰
で
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
運
営
す
る

も
の
で
す
。

②
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
課
題
へ
の

対
応
　

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
学
校
や
企
業
の

ク
ラ
ブ
活
動
が
中
心
に
行
な
わ
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
基
盤
と
な
る
環
境
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
多
く
の
課
題
が

あ
る
中
、
地
域
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
解
決
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ
団
体
支
援
　

　
団
体
が
主
体
的
に
活
動
や
運
営
が
で

き
る
よ
う
効
果
的
な
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

④
指
導
者
の
育
成
　

　
意
欲
的
な
指
導
者
を
、
地
域
ぐ
る
み

で
発
掘
し
、
育
成
に
努
め
ま
す
。

⑤
交
流
の
推
進
　

⑥
調
査
の
実
施
と
ニ
ー
ズ
の
把
握
　

⑦
情
報
の
提
供

⑧
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
　

　
高
齢
人
口
が
増
加
す
る
な
か
、
健
康

な
老
後
を
求
め
る
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に

的
確
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

⑨
障
害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
条
件
整

備　
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
を
強
化
し
て

目
的
の
達
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑩
「
健
康
づ
く
り
事
業
」
の
推
進
　

　
生
涯
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ

と
を
目
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
き
っ

か
け
づ
く
り
な
ど
の
教
室
や
講
座
を
充

実
し
ま
す
。

⑪
児
童
・
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
　

　
児
童
青
少
年
が
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組

み
や
す
く
す
る
た
め
協
力
体
制
な
ど
地

域
の
市
民
と
協
働
で
取
り
組
み
ま
す
。

⑫
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
取
り
組

み
　

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
広
く
取
り

組
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

⑬
教
室
・
大
会
等
の
効
果
的
実
施

⑭
体
育
館
「
医
務
室
」
の
機
能
拡
充
と

健
康
自
己
管
理
の
奨
励
　

⑮
「
個
人
健
康
カ
ー
ド
」
の
作
成
と
活

用
　

⑯
「
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
」
に
関
す
る
講

座
等
の
実
施
　

⑰
関
係
行
政
分
野
と
の
連
携
　

⑱
協
働
事
業
の
実
施
　

⑲
協
力
体
制
の
整
備

⑳
施
設
の
利
用
拡
大
　

　
既
存
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
充
実

　
新
た
な
施
設
整
備

　
こ
の
計
画
は
立
川
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

審
議
会
の
答
申
、
市
民
要
望
な
ど
を
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
健
康
意

識
の
高
ま
り
な
ど
に
も
配
慮
し
、
市
民

が
「
だ
れ
で
も
」
「
い
つ
で
も
」
「
ど

こ
で
も
」
「
い
つ
ま
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
め
る
環
境
の
整
備
を
基
本
と
す

る
こ
と
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。
（
イ

メ
ー
ジ
図
）

　
　
体
育
課
蕁（
５
３
６
）６
７
１
１

２２ ２１

生涯学習・スポーツ・子ども読書

～ そ の 概 要 を お 知 ら せ し ま す ～

に関する

3 つ の 計 画 を 策 定3 つ の 計 画 を 策 定3 つ の 計 画 を 策 定

第
3
次
生
涯
学
習
推
進
計
画

第
2
次
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

子ども読書活動
　　　　　推進計画

～子どもと本の
すてきな出会いを～

生
涯
学
習
か
ら
は
じ
ま
る

ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

市
民
主
体
の
施
策
を
展
開

市
民
と
と
も
に
計
画
を
推
進

▼ 

市
民
交
流
大
学
（
仮
称
）

▼
生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム

Ⅰ

立川市における諸計画の関連

立川市第３次長期総合計画
　　　　　　　（平成１２～２６年度）

第３次基本構想

第１次基本計画（平成１２～１６年度）

長期ビジョン：１５年間

（平成１７～２１年度）
第２次基本計画

個　別　計　画

立川市第３次生涯学習推進計画

立川市第２次スポーツ振興計画

立川市子ども読書活動推進計画

その他の計画

スポーツ振興計画のイメージ

生涯スポーツの確かな推進

だれでも
・
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

・
余
暇
を
利
用
し
て

　
　
　
　
気
軽
に
運
動

・
学
校
な
ど
の
地
域
施
設

・
身
近
な
体
育
施
設
で

・
生
き
が
い

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
心
と
体
の
健
康
づ
く
り

市民
関係団体
事業者
学校
行政

・生涯スポーツのまち
・豊かな生活

・健康の維持
・増進

スポーツ教室
スポーツ大会
ニュースポーツの取り組み
スポーツ情報の提供
スポーツ事業の充実
スポーツ施設の充実及び整備

いつでも どこでも いつまでも

日　程 時　間 内　容　・　講　師

1／27（金）

2／  3（金）

2／10（金）

2／17（金）

2／24（金）

3／  3（金）

午前9時30分
～正午

午前9時30分
～正午

午前9時30分
～正午

午前9時　　 
～正午

午前9時30分
～正午

午前9時30分
～正午

「子どもと本のボランティアってなに？」
　　　　　　　　   立川地域文庫連絡会

「子どもと本～大人の視点、子どもの視点」
　　　 子どもの本研究所・竹中淑子さん

「本の読み方、選び方」
　　　　　　　　　　立川市図書館職員

「声の出し方、話し方」
　ボイストレーナー・やまもとのりこさん

「おはなし会を企画しよう」
　　　　　　　　　立川地域文庫連絡会

「まとめ、これから」　
　　　　　　　　　立川地域文庫連絡会

1

2

3

4

5

6

市民交流大学（仮称）・生涯学習支援センターのイメージ 

生涯学習社会の実現

生涯学習からはじまるまちづくり
○学習活動を通じた豊かなコミュニティの形成
○学習成果を活用、まちづくり・地域づくりの輪の拡大
○学習を通じた、より良い市政、まちづくり・地域づくり
○市政全体のテーマ「市民力と連携のまちづくり」を支える基礎的理念

市民の一人ひとりの意欲や前向き
な力、課題解決力の増進

市民の自主的・組織的な
学習活動の活性化

★講座・プログラムを一元化し、体系的に提供

★市民と行政の協働運営

★市民が企画・実施する講座・プログラムと、

　市が企画・実施するプログラムで構成

★市民人材の活用

★多様な機関・団体・企業等との連携、協働

市民交流大学（仮称）

★支援センター機能

・市民交流大学（仮称）事務局

・学習相談・情報の収集提供

・市民人材の育成・活用

・学習の場・機能の提供

★市の生涯学習・社会教育

　行政組織としての諸機能

生涯学習支援センター

相乗効果

生涯学習基盤（ハードウエア）
○６つの地域学習館（仮称）（現公民館）　○生涯学習支援センター施設　○生涯学習情報システム

将来目標

中長期的には、市民交流大学（仮称）と生涯学習支援セン
ターの融合による、「市民力でつくる生涯学習」を実現！！

事務局
機能

支援
連携

場・機能の提供

様々な学習機会
の提供

学習活動への
支援

生涯学習からはじまるまちづくり
あなたも参加してみませんか

問

市民交流大学構想に向けたワークショップ

　この構想を市民の立場から再点検し、具体化を図
るため、「市民と行政の協働による市民交流大学構
想の実現」をテーマに市民によるワークショップを
開催します。ぜひご参加ください。
　◇日時　平成１８年１月１４日、２月１８日、３月１８日の
　               土曜日（全３回）　午後２時～午後４時３０分
　◇会場　中央図書館４階会議室　　

　市民主体による市民交流大学の運
営には、講座を企画しリードするプ
ランナーやコーディネーターの存在
が欠かせません。一緒に学んでみま
せんか？
　◇日時　平成１８年１月１４日・２８日、
　　２月４日・１８日、３月４日・１８日の
　　土曜日（全６回）午前１０時～正午
　◇会場　中央図書館４階会議室
　◇定員　３０名　　◇受講料　無料

日　程　　　　 　　テーマ（予定）

日　程　　　　テーマ（予定）

1/14　 市民の活動の目線から見た今後の生涯学習

2/18　 市民の知識や経験、技術などの生かし方

3/18　 市民が参画する市民主体の市民交流大学

生涯学習人材育成研修

1/14 　生涯学習とは何か

1/28 　生涯学習コーディネーターの役割

2/  4 　ＰＲと募集

2/18 　講座の企画と運営

3/  4 　人間関係の重要さ

3/18　 研修成果の発表

◇講師は、桜美林大学教授・瀬沼克彰さん他

計画の
体系図

計画
の
目標

子どもの主体的な読書活動の推進
読書の楽しさをすべての子どもたちに

計
画
の
柱

読書への
動機づけ

本のある
環境づくり 理解の促進 関係機関の

連携・協働

施　策　の　方　向

「
た
ち
か
わ
読
書
ウ
ィ
ー
ク
」
の
設
定
　

読
書
指
導
の
充
実

子
ど
も
と
本
を
結
ぶ(

読
み
聞
か
せ
の
推
進
な
ど
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
支
援

市
立
図
書
館
の
充
実

学
校
に
お
け
る
読
書
環
境
の
整
備

保
育
園
・
幼
稚
園
・
児
童
館
等
の
資
料
の
充
実

広
報
活
動
の
充
実

教
員
や
保
育
士
等
へ
の
研
修

推
進
体
制
の
整
備

読
書
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

学
校
図
書
館
と
市
立
図
書
館
の
連
携

学
校
図
書
館
の
情
報
化
推
進

問

　新しい時代の生涯学習。生涯学習は「市民参画」がキーワードです。
市民交流大学構想の具体化に向けて２つの事業を開催いたします。
皆さまの積極的なご参加とご来場をお待ちしております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 生涯学習課・内線５９６

◆
　
◆
　
◆

▲三多摩レディースバドミントン大会

健
康
自
己
管
理
の
奨
励
と
条
件

整
備

関
連
行
政
分
野
と
の
連
携
の
強

化
・
協
働
事
業
の
実
施
　

市
民
力
と
連
携
し
た
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
ま
り
に

対
応
し
た
新
た
な
事
業
の
展
開

Ⅴ 

　
「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
の
一
環

と
し
て
、
公
民
館
で
は
、
図
書
館
と
共
催
し
、

「
子
ど
も
と
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

〜
子
ど
も
に
本
を
届
け
る
た
め
に
」
を
下
表

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
図
書
館
や
学
校
、
児
童
館
で
の

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
子
ど
も
の
読
書

に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
こ
れ
か
ら

活
動
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
。
家
庭
や
学

校
な
ど
で
、
自
分
の
子
ど
も
の
た
め
に
読
み

聞
か
せ
を
し
て
き
た
方
に
、
今
度
は
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
会
場
は
高
松
公
民
館
。
定
員
は
２０
人
（
申

込
順
）
。
保
育
あ
り
（
１
歳
〜
学
齢
前
）
。

　
　
１２
月
１０
日
か
ら
電
話
で
高
松
公
民
館
蕁

（
５
２
７
）
０
０
１
４
へ

問

申

　
乳
幼
児
の
た
め
に

　
小
学
生
・
青
少
年
の
た
め
に

　
推
進
体
制
の
整
備



む
　
さ
し
し
ち
と
う

に
し
と
う

ひ

ま
つ
り

か
ん
と
う

げ
　
ち
じ
ょ
う

た
ち
か
わ

ひ
こ
　
し
　
ろ
う
し
げ
き
よ

だ
ん
か
ん

あ
ん
　
ど

し
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「
ぼ
く
た
ち
に
本
を
く
だ
さ
い
、

翼
を
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
方
は
力
が

あ
っ
て
強
い
の
で
す
か
ら
、
ぼ
く
た

ち
が
も
っ
と
遠
く
ま
で
飛
ん
で
い
け

る
よ
う
に
、
ぼ
く
た
ち
を
助
け
て
く

だ
さ
い
。
」
（
「
本
・
こ
ど
も
・
大

人
」
ポ
ー
ル
・
ア
ザ
ー
ル
著
よ
り
）

　
こ
の
文
は
、
立
川
市
図
書
館
児
童

資
料
収
集
方
針
の
冒
頭
に
掲
げ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
「
図
書
館
で
、
児
童
サ
ー
ビ
ス
？
」

と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
に
本
の
楽
し
さ
、
読
書
の
喜
び
を

知
っ
て
も
ら
い
、
本
と
の
出
会
い
の

場
と
な
る
よ
う
行
っ
て
い
る
の
が
児

童
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
そ
の
ひ
と
つ
は
本
を
選
ぶ
と
い
う

こ
と
で
す
。
絵
本
だ
け
で
も
毎
年
約

千
冊
以
上
出
版
さ
れ
る
中
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
に
出
会
っ
て
ほ
し
い
本
を

実
際
に
見
て
選
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
何
十
年
も

読
み
継
が
れ
て
き
た
本
を
中
心
に
、

蔵
書
の
核
と
な
る
「
基
本
図
書
」
の

選
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
絵
や
文
字
で
描
か
れ
た

世
界
を
読
み
取
り
、
イ
メ
ー
ジ
し
、

心
か
ら
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と

は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
手
助
け
を
し
、
本
の
世
界
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
本
物
の

価
値
を
持
つ
本
の
選
定
を
続
け
て
い

ま
す
。
す
で
に
０
・
１
・
２
歳
児
編
、

も
の
が
た
り
絵
本
編
、
え
ど
う
わ
編

の
「
基
本
図
書
リ
ス
ト
」
は
図
書
館

に
あ
り
ま
す
の
で
、
本
選
び
の
際
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
に
も
図
書
館
で
は
独
自
の

児
童
書
分
類
を
使
用
し
、
子
ど
も
た

ち
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
本
を
並

べ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
学
校
・
地
域
文
庫
な
ど
へ
の

団
体
貸
出
し
や
お
は
な
し
会
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
お
は
な
し
会
は
、

わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
も
行
う
２
〜
４

歳
向
け
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
中
心
の
４
歳
〜

小
学
校
低
学
年
向
け
、
夏
休
み
に
は

高
学
年
を
対
象
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
各
図
書
館
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
学
校
給
食
課
は
、
共
同
調
理
場
２

場
及
び
単
独
調
理
方
式
校
（
一
小
〜

八
小
）
に
お
け
る
給
食
用
調
理
機
器

に
関
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
は
、
１１

月
末
ま
で
に
全
て
完
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
で
対
象

と
な
っ
た
、
ガ
ス
回
転
釜
や
焼
き
物

機
な
ど
、
全
て
の
調
理
機
器
に
つ
い

て
買
い
替
え
設
置
を
行
い
万
全
の
安

全
対
策
を
図
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
対
象
機
器
が
設
置
さ
れ
て

い
た
共
同
調
理
場
及
び
学
校
に
つ
い

て
は
、
９
月
中
に
室
内
空
気
の
ア
ス

ベ
ス
ト
含
有
量
調
査
を
実
施
し
、
現

在
ま
で
に
全
て
の
場
所
に
つ
い
て
の

安
全
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
対
応

で
は
、
一
部
の
学
校
で
給
食
を
停
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
緊
急
措
置

を
講
じ
る
状
況
と
な
り
、
児
童
、
保

護
者
並
び
に
市
民
の
皆
様
に
は
ご
迷

惑
と
ご
心
配
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
立
川
市
教
育
委
員
会

で
は
、
安
全
・
安
心
の
給
食
の
提
供

に
日
々
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
毎
年
小
学
校
の
新
１
年

生
を
対
象
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
貸
与
し

て
い
ま
す
。

　
登
下
校
時
に
子
ど
も
を
狙
っ
た
連

れ
去
り
事
件
等
が
、
新
聞
等
の
報
道

に
よ
り
、
各
地
で
多
発
し
て
い
る
現

状
が
あ
り
ま
す
。

　
貸
与
を
受
け
た
児
童
が
防
犯
ブ
ザ

ー
を
携
帯
す
る
こ
と
で
、
万
一
の
時

に
、
助
け
を
求
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

登
下
校
時
の
み
な
ら
ず
、
外
出
時
に

は
必
ず
防
犯
ブ
ザ
ー
を
携
帯
す
る
よ

う
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
立
川
市
以
外
の
小
学
校
へ

通
学
し
て
い
る
児
童
で
、
ま
だ
防
犯

ブ
ザ
ー
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
学
務
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日
　
平
成
１８
年
３
月
１２
日（
日
）

種
　
目
　
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・
１０
キ

ロ
・
３
キ
ロ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
駅
伝

申
し
込
み
受
付
場
所
・
締
め
切
り

　
新
星
堂
ス
ポ
ー
ツ
立
川
店
（
立
川

駅
北
口
フ
ロ
ム
中
武
６
階
）
・
昭
島

店
（
昭
島
駅
前
モ
リ
タ
ウ
ン
２
階
）

他
　
平
成
１８
年
１
月
１０
日
締
切
り

　
＊
フ
ァ
ミ
リ
ー
駅
伝
は
往
復
は
が

き
に
よ
る
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

募
集
要
綱
の
配
布
　
市
役
所
、
泉
・

柴
崎
両
市
民
体
育
館
で
配
布
。

資
格
・
参
加
費
等
の
詳
細
は
募
集
要

綱
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
国
営
昭
和
記
念
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
行
わ
れ
て
き
た
恒
例
の
立
川
マ
ラ

ソ
ン
大
会
。
今
回
か
ら
は
昭
島
市
も
主
催
団
体
に
加
わ
っ
て
、
名
称
も
「
立

川
・
昭
島
マ
ラ
ソ
ン
」
に
・・・
。ハ
ー
フ
コ
ー
ス
も
両
市
を
走
る
公
園
外
周
コ

ー
ス
に
変
わ
り
ま
す
。
春
一
番
に
さ
そ
わ
れ
て
、
あ
な
た
も
一
緒
に
走
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
整
備
し
た
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
機
な
ど
の
備
品
を
自
治
会
等
の
団
体
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。ご
利
用
下
さ
い
。　
生
涯
学
習
課
・
内
線
５
８
０

古紙配合率100％再生紙を使用しています 問申・・・申し込み ・・・問い合わせ凡例

　
「
第
２５
回
中
学
生
の
主
張
大
会
」

が
１１
月
６
日
（
日
）
ア
ミ
ュ
ー
た
ち

か
わ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
１２
地
区
の
青
少
年
健
全
育
成

地
区
委
員
会
及
び
一
般
公
募
に
よ
り

作
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
２
９
０

５
編
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
１５
人
が
、
学
校
や
地
域
・

友
人
・
家
族
と
の
関
わ
り
の
中
で
感

じ
た
こ
と
や
、
社
会
を
見
て
考
え
た

こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
市
長
賞
に
は
立
川
七
中
２
年
生
の

野
村
達
也
さ
ん
の
作
品
「
今
、
学
ん

で
い
る
こ
と
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
父
親
と
の
心
温
ま
る
ふ

れ
あ
い
を
書
い
た
も
の
で
、
発
表
を

聞
い
た
来
場
者
も
気
持
ち
が
温
か
く

な
る
も
の
で
し
た
。

　
各
入
賞
者
は
一
覧
表
の
通
り
で
す
。

　
今
大
会
も
様
々
な
テ
ー
マ
の
作
品

が
あ
り
、
主
張
発
表
も
身
振
り
手
振

り
を
交
え
て
訴
え
か
け
る
中
学
生
の

姿
に
、
来
場
者
も
引
き
込
ま
れ
、
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
立

川
九
中
の
吹
奏
楽
部
の
み
な
さ
ん
の

楽
し
い
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
こ
ち
ら

も
大
き
な
拍
手
を
頂
き
ま
し
た
。

　
主
張
発
表
・
吹
奏
楽
演
奏
と
も
に

素
晴
ら
し
く
、
大
人
た
ち
も
元
気
を

も
ら
え
た
一
日
で
し
た
。

●受賞者一覧●

市長賞

議長賞
　

教育委員長賞
　

特別賞

野村　達也

深澤　　渓

田口　優花

木村　美香

來司　信博

河田　　遥

金　　明琴

宮田英里奈

粟野　　衣

佐藤　友里

佐々木里菜

小山内有沙

岩村　拓哉

吉野亜莉沙

水越　綾香

西砂川

柏　町

砂　川

羽衣町

西砂川

幸　町

柴崎町

高松町

幸　町

柏　町

幸　町

砂　川

栄　町

西砂川

富士見町

第七中学校２年

第四中学校１年

第五中学校３年

第三中学校３年

創価中学校２年

第六中学校３年

第一中学校３年

第二中学校３年

第四中学校１年

第四中学校２年

第四中学校３年

第五中学校３年

第六中学校３年

第七中学校３年

第八中学校３年

今、学んでいること

お互いに工夫してやっていこうよ

前向きに生きる

小さな一歩

戦後六十年を迎えて

自分への挑戦状

私がお客様でなくなった日

終戦、６０年

つぼみ

「食育」について

「ありがとう」を伝えたい

あいさつ運動を通して

地域でのボランティア活動

未来への道筋

障害者への支援

青少年問題
協議会会長賞

各　賞 主　　　題 氏　名 学校名・学年 地区名

（敬称略）

　
立
川
氏
は
武
蔵
七
党
の
西
党
日
奉

氏
を
祖
と
す
る
武
士
で
、
古
代
末
期

頃
か
ら
多
摩
川
中
流
域
に
所
領
を
展

開
し
、
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
平
成
一
二
年
四
月
、
立
川
氏
に
関

す
る
古
文
書
（
立
川
氏
文
書
）
が
立

川
氏
の
子
孫
の
方
か
ら
、
立
川
市
へ

と
寄
贈
さ
れ
、
立
川
の
中
世
史
を
探

る
う
え
で
た
い
へ
ん
貴
重
な
史
料
と

な
っ
た
。（
立
川
市
指
定
有
形
文
化
財
）

　
立
川
氏
文
書
は
全
部
で
一
三
点
あ

り
、
こ
の
う
ち
原
本
と
考
え
ら
れ
る

文
書
が
八
点
、
後
世
に
書
写
さ
れ
た

写
本
が
五
点
あ
る
。
文
書
の
年
代
は

一
点
が
室
町
時
代
の
文
書
で
あ
る
他

は
す
べ
て
鎌
倉
時
代
の
文
書
で
あ
る
。

一
三
点
の
う
ち
七
点
が
関
東
下
知
状

と
よ
ば
れ
る
形
式
の
文
書
で
、
立
川

彦
四
郎
重
清
と
い
う
人
物
と
そ
の
妻

子
が
所
領
を
売
買
あ
る
い
は
交
換
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
鎌
倉
幕
府
が
認

め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
残
り
の
六

点
も
二
点
の
断
簡
を
除
い
て
す
べ
て

所
領
の
譲
渡
、
安
堵
に
関
す
る
文
書

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
立
川
氏
の

所
領
に
関
す
る
証
拠
書
類
と
し
て
代
々

伝
え
ら
れ
て
き
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
文
書
に
登
場
す
る
地
名
や
人
名
は
、

ま
だ
す
べ
て
が
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
立
川
市
の

み
な
ら
ず
多
摩
地
域
の
中
世
史
研
究

に
限
り
な
い
材
料
を
提
供
し
て
い
る
。

　
平
成
１６
年
５
月
に
策
定
し
た
学
校

校
舎
耐
震
化
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

小
・
中
学
校
の
校
舎
の
耐
震
補
強
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
四
小
・
六
小
（
単
年

度
）
、
八
小
・
立
川
五
中
（
２
ヵ
年
）

の
補
強
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
工
事
は
夏
休
み
を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
一
部
は
授
業
に
影
響
の

な
い
範
囲
で
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
耐
震
補
強
工
事
は
、
１８
年

度
に
、
二
小
・
七
小
・
松
中
小
（
単

年
度
）
、
け
や
き
台
小
・
立
川
二
中

（
２
ヵ
年
）
で
、
ま
た
、
八
小
・
立

川
五
中
は
２
期
工
事
を
何
れ
も
夏
休

み
に
重
点
的
に
行
う
予
定
で
す
。

　
立
川
市
教
育
委
員
会
表
彰
規
程
に

基
づ
き
、
以
下
の
と
お
り
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。
《
敬
称
略･

順
不
同
》

　
▼
山
口
末
男
（
国
分
寺
市
）
第
１０

回
世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
選
手
権
大

会
５０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
第
２
位
他
▼
平

野
孝
子
（
一
番
町
）
第
２１
回
全
日
本

シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

６５
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス
（
女
子
）
第
３

位
▼
菅
家
克
彦
（
柏
町
）
立
川
市
学

校
給
食
運
営
審
議
会
委
員
（
８
期
１６

年
）
▼
福
本
明
奈
（
立
川
五
中
２
年
）

第
３６
回
全
国
中
学
校
新
体
操
選
手
権

大
会
個
人
競
技
総
合
第
１６
位

　
●
第
２９
回
関
東
中
学
校
水
泳
競
技

大
会
▼
斎
藤
茂
和
（
立
川
七
中
２
年
）

男
子
２００
ｍ
平
泳
ぎ
優
勝
他
▼
鎌
田
香

織
（
立
川
八
中
３
年
）
女
子
８００
ｍ
自

由
形
第
２
位
他

　
　
教
育
部
総
務
課
・
内
線
３
３
４

問
　
　
教
育
部
総
務
課
・
内
線
３
３
２

問

　
　
体
育
課
（
５
３
６
）
６
７
１
１

問

学
校
校
舎
の

耐
震
補
強
工
事
が

　
　
始
ま
り
ま
し
た

祝
　
教
育
委
員
会
表
彰
授
与

　
　
中
央
図
書
館（
５
２
８
）６

８
０
０

　
　
学
校
給
食
課（
５
３
１
）３

７
１
１

〜
学
校
給
食
課
に
お
け
る
対

応
完
了
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
〜

　
　
学
務
課
・
内
線
３
３
７

春
一
番
！
第

春
一
番
！
第
２５２５
回
立
川
・
昭
島
マ
ラ
ソ
ン

　
併
催
　
第
９
回
日
本
学
生
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
選
手
権
大
会

春
一
番
！
第

春
一
番
！
第
２５２５
回
立
川
・
昭
島
マ
ラ
ソ
ン

　
併
催
　
第
９
回
日
本
学
生
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
選
手
権
大
会

春
一
番
！
第
２５
回
立
川
・
昭
島
マ
ラ
ソ
ン

　
併
催
　
第
９
回
日
本
学
生
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
選
手
権
大
会

問

問

問

問


